
１． 趣旨

２． アンケート実施方法

３．回答率等

　１）対象開講科目数　8科目（ただし各種オムニバス講義、極域科学特別研究・極域科学特別演習は除く）

　２）履修者数　 4 名

　３）期待回答数 14 件

　４）回答数　　 7 件

　５）回答率　　 （回答数（4）／期待回答数(4)）×100

４．集計結果と個別分析

　評価基準は各項目共通で次のとおり

　４：強く思う　３：そう思う　２：そう思わない　１：全くそう思わない

　なお、無回答及び該当無しという回答については、集計の対象からは除外した。

４： 7件 ３： 0件 ２： 0件 １： 0件 【平均4】

（コメント）
　４が１０割を占めており、シラバスの内容どおりに授業
が行われていることがわかる。

４： 7件 ３： 0件 ２： 0件 １： 0件 【平均4】

（コメント）
　４が１０割を占めており、学生が授業の難易度について
適切と感じていることがわかる。

４： 7件 ３： 0件 ２： 0件 １： 0件 【平均4】

（コメント）
　４が１０割を占めており、学生が授業の進度について適
切と感じていることがわかる。

問１．授業の内容はシラバスの内容と対応していましたか。

問２．授業の難易度は適切でしたか。

問３．授業の進度は適切でしたか。

令和４年度後期授業評価アンケート集計結果

　極域科学専攻が開講している授業科目の優れた点、問題点、改善すべき事項等について、学生の意見や意
識を把握し、カリキュラムや授業方法等の教育課程の改善に資するため、授業評価アンケートを実施する。

　極域科学専攻生にアンケート用紙を個別配布（Excelで配布）し、電子データで回収。

50.0%

　コメントは回答結果をもとに事務局が原案を作成した。
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４： 7件 ３： 0件 ２： 0件 １： 0件 【平均4】

（コメント）
　４が１０割を占めており、学生が授業を受けることで理
解が深まっていることがわかる。

４： 7件 ３： 0件 ２： 0件 １： 0件 【平均4】

（コメント）
　４が１０割を占めており、学生が授業により知的な刺激
を受けていることがわかる。

４： 7件 ３： 0件 ２： 0件 １： 0件 【平均4】

（コメント）
　４が１０割を占めており、学生が教員の熱意を感じてい
ることがわかる。

４： 7件 ３： 0件 ２： 0件 １： 0件 【平均4】

（コメント）
　４が１０割を占めており、学生が授業に満足しているこ
とがわかる。

問７．総合的に判断して、この授業に満足しましたか。

問４．この授業を受けることで、理解が深まりましたか。

問５.授業により知的な刺激を受け、更に関連する分野を学んでみたいと思いましたか。

問６．授業に対する教員の熱意を感じましたか。
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回答数： 4 件

・

・

・

・

改善すべき点：特になし。

６．今後の対応

（2）総合評価（問７）

全て４であり、良い結果となった。

授業担当教員から学生宛にアンケート実施を依頼している。
評価アンケートについては大学院係からも学生宛にリマインドを行っているが、今後は各講義の最終日に授業担当
教員からも再度アンケートへの回答依頼をしていただくようお願いし、回答率が上がるよう工夫する。

1コマにつき、1つの研究テーマを学んだので、非常に分かりやすかった。また、授業最後に比較的長
めの質問時間が設けられていたので、些細な疑問も聞きやすく、積極的に学べた。

５．令和４年度後期授業評価アンケートのまとめ

（1）授業内容について（問１～問６）

４の評価が１０割を占めていることから、学生は授業に満足していることがわかる。全体的に極めて良い結
果となった。

問８．この授業で良かった点、また改善すべき点、その他特記事項があれば、記入してください。

良かった点：

光合成量測定装置を実際に利用することができたり、北極圏の調査での出来事などをお伺いすること
ができたこと

「なぜそのような計算方法を用いたのか」「本当にそのデータは正しいのか」等、無意識に投稿され
た論文はあらゆる精査を受けた正しいもの、という固定観念を持たず、論文を懐疑的に読むべきだと
いう姿勢を学ぶことができました。

授業で使い方を学んだ、Pythonと衛星データ（PAR等）は今後のデータ解析においても必ず必要になる
と考えられるツールばかりで、今後の実践の際に経験が無い場合に比べ、スムーズに解析ができるよ
うになると感じた
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令和４年度後期授業評価アンケート結果

4：強くそう思う 3：そう思う 2：そう思わない 1：全くそう思わない
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